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第 16 次 いわき市水道事業経営審議会（第２回）議事録 

 

１ 日 時   平成 30年２月８日（木） 午後３時 00分～午後４時 55分 

２ 場 所   水道局３階 第１会議室 

３ 出席者 

⑴ 委員  （出席：14名） 

        阿部健一、石山伯夫、伊藤幸恵、井上広信、岩崎槇子、小野卓也、 

上遠野和村、佐久間幸子、鈴木俊彦、高橋孝光、長谷山信一、福迫昌之、 

俣田真志、吉田恭子 

（欠席：１名） 

        古川広子 

        ※ 50音順。敬称略 

⑵ 事務局  木村管理者、上遠野局長、志賀次長、大津総務課長、佐藤経営企画課長、 

酒井営業課長、則政配水課長、永山工務課長、本村浄水課長 

○ 経営企画課 

        須藤課長補佐、相田財政係長、企画係〔志賀、髙木、新井〕、財政係〔古川〕 

４ 会議形式  公開 

５ 傍聴者   ０名 

６ 会議次第 

⑴ 開会 

⑵ 会長あいさつ 

⑶ 議事 

ア 前回の議事録について 

イ 水道事業の概要について 

ウ 水道財政のしくみについて 

 ⑷ その他 

⑸ 閉会 

７ 審議事項  

⑴ 前回の議事録について 

  前回（第１回）の議事録が了承された。 

⑵ 水道事業の概要について 

＜事務局説明＞ 

○ 「資料２水道事業の概要」に基づき説明がなされた。 

・水道事業について 

・いわき市水道事業の概要 

・水道料金について 

・経営の状況について 

  ＜審議要旨＞ 

  ○ 委員から、「事業体ごとに水道料金に差が出る背景にいろいろな条件があることがわ

かったが、このようなことをわかりやすく住民に説明し理解を得ることが大切だ」

との意見があった。 
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○ 委員から、「水道料金の算定方法は、基本料金と水量料金の組み合わせとのことだが、

これは、一般家庭も企業も一緒なのか」との質問があり、事務局から、「いわき市す

べてのお客様の水道料金の算定方法は同一である」との回答があった。 

  ○ 委員から、「いわき市は面積が広くて起伏も多く、施設が多いため事業運営が難しい

とのことだが、それを効率的に維持管理していく観点で、他の事業体にはない、い

わき市ならではの工夫はあるのか」との質問があり、事務局から「施設的な工夫は

難しいことから、業務委託の推進や組織の簡素効率化などによって、経営の効率化

を図りながら料金を抑えてきた。施設的な面は、今後の施設の更新時に施設の統廃

合などを検討するなど、今後の課題となっている」との回答があった。 

  ○ 委員から、「施設が多いことによるメリットはあるのか」との質問があり、事務局か

ら「本市は、複数の河川からの水源を有していることから、ひとつの河川で化学物

質の流入などの水質事故が起こった場合でも、全部の浄水機能が停止することはな

いなどのメリットがある」との回答があった。 

  ○ 委員から、「本市の基幹管路の耐震化率は 40％を超え、全国平均を上回っている状

況にあるが、あくまで４割であり、今後、100%はなかなか難しいが上げていくこと

が重要ではないか」との意見があった。 

⑶ 水道財政のしくみについて 

＜事務局説明＞ 

○ 「資料３水道財政のしくみ」に基づき説明がなされた。 

・地方公営企業の会計原則 

・予算制度 

・決算の概要 

・貸借対照表 

  ＜審議要旨＞ 

  ○ 委員から、「例年、資本的収支における収支不足額は、減価償却費の倍程度発生して

いるのか」との質問があり、事務局から、「収入確保には努めているが、毎年多少の

増減はあるものの同程度の収支不足が生じている」との回答があった。 

  ○ 委員から、「水道事業は独立採算性が原則であるが、資本的収支において、一般会計

からの繰入れは受けているのか」との質問があり、事務局から「総務省の繰出基準

に基づくもの（水源開発に係る企業債元金や老朽管更新の一部等）や簡易水道にお

ける資本的収支の収支不足額等において繰入を行っている」との回答があった。 

  ○ 委員から、「企業債の残高を年々減らしているようだが、目指す目標値はあるのか」

との質問があり、事務局から「これまで 400 億円以上あったものを 300億円程度に

するという目標のもと、計画的な償還を行い、現在約 270億円まで減らしてきた。

今後は更新需要の高まりなどもあり、これまでのようなペースでの残高の削減は難

しいことから、年あたりの償還額を超えないように借入を行い、微減で推移させる

考えである」との回答があった。 

 ○ 委員から、「収益的収支における水道料金は、水道事業にとって大きな財源となるも

ので、現在は健全な収支という事であるが、料金値上げは今のところ必要ないとい

う理解でよいのか」という質問があり、事務局から「現行の経営プランの中で財政

計画等を公表しているが、現時点においては、現行の料金水準の中で事業を行って

いけるような事業計画となっている」との回答があった。 
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⑷ その他 

〇 第３回審議会について 

・日時 平成 30年５月 24日（木） 午後３時から午後５時まで 

 ・場所 水道局３階 第１会議室 

８ 閉会 


